
は
し
が
き

現
存
す
る
本
邦
最
古
の
本
草
書
『
本
草
和
名
』
は
、
本
草
学
・
国
語
学
・

辞
書
学
等
の
歴
史
研
究
に
不
可
欠
の
文
献
で
あ
る
。
と
り
わ
け
本
書
所
引
医

薬
害
の
大
多
数
は
す
で
に
逸
伝
し
て
い
る
た
め
、
中
国
中
世
以
前
の
医
薬
文

献
と
そ
の
日
本
へ
の
伝
入
状
況
を
把
握
す
る
う
え
で
、
本
書
は
『
医
心
方
』

『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
『
倭
名
類
聚
抄
』
と
同
等
の
価
値
が
与
え
ら
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
本
書
の
薬
物
和
名
に
関
し
て
は
森
立
之
の
『
本
草
和
名
訓
纂
』

や
作
者
未
詳
の
『
本
草
和
名
類
字
目
録
』
、
お
よ
び
山
田
孝
雄
の
『
本
草
和

（
一
）

名
訓
墓
』
な
ど
三
種
の
五
十
音
別
索
引
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
本
書

（
一
一
）
（
一
二
）

の
引
用
書
に
つ
い
て
は
小
泉
丹
や
岡
西
為
人
ら
が
一
部
言
及
す
る
の
象
で
、

そ
の
全
体
を
網
羅
す
る
報
告
は
か
つ
て
な
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
多
紀
元
簡
が
江
戸
幕
府
紅
葉
山
文
庫
に
発
見
し
た
本
書
の
原
古
写

（
四
）

本
の
所
在
は
明
治
以
降
不
詳
と
な
り
、
そ
の
現
存
す
ら
定
か
で
な
い
。
か
つ

現
行
の
元
簡
校
刊
本
と
こ
れ
を
影
印
し
た
日
本
古
典
全
集
本
は
校
刊
時
の
所

改
と
誤
刻
が
移
し
く
、
調
査
研
究
の
底
本
に
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
こ
と
は

（
五
）

森
や
小
島
ら
が
夙
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
幸
い
に
も
、
紅
葉
山

文
庫
を
影
写
し
た
森
立
之
旧
蔵
本
が
台
北
故
宮
博
物
院
に
保
存
さ
れ
て
お

『
本
草
和
名
』
引
用
書
名
索
引

真
柳
誠

り
、
筆
者
ら
は
最
近
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
た
。
ま
た
当
本
の

貴
重
性
に
鑑
承
、
影
印
出
版
も
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
資
料
を
解
析
研
究
す
る
第
一
歩

（
一
ハ
）

と
し
て
、
同
本
に
よ
る
引
用
書
名
索
引
を
作
成
し
、
そ
の
概
略
を
簡
報
し

た
。
さ
ら
に
当
索
引
が
斯
学
の
研
究
に
寄
与
し
得
る
な
ら
ば
全
文
の
発
表
も

ま
た
意
義
あ
る
こ
と
と
思
い
、
あ
え
て
浅
学
を
顧
承
ず
こ
こ
に
報
告
す
る
こ

と
に
し
た
。
拙
稿
の
不
備
に
つ
き
大
方
の
ご
教
示
を
賜
わ
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。
な
お
個
々
の
引
用
書
目
の
書
誌
に
つ
い
て
は
別
報
を
用
意
し
て
い
る
。

三 二

底
本
は
万
延
元
年
影
写
紅
葉
山
文
庫
蔵
古
写
本
、
森
立
之
・
楊
守
敬

旧
蔵
、
現
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
（
観
六
九
五
）
、
二
冊
本
（
上
冊
五
四

丁
・
下
冊
五
○
丁
）
に
拠
っ
た
。

書
名
の
所
出
箇
所
は
上
・
下
冊
を
１
と
２
、
丁
次
と
そ
の
表
・
裏
を
数

字
と
ａ
．
ｂ
に
て
表
示
し
た
。
つ
ま
り
淳
ｌ
浸
す
と
あ
れ
ば
上
冊
第
一
丁

の
裏
に
、
唖
ｌ
お
い
と
あ
れ
ば
下
冊
第
四
九
丁
の
表
に
書
名
が
所
出
す

る
こ
と
を
示
す
。
な
お
同
一
半
丁
に
同
じ
書
名
が
複
数
所
出
す
る
場
合

も
、
そ
の
回
数
だ
け
表
示
を
列
記
し
た
。

書
名
の
配
列
は
五
十
音
順
と
し
た
が
、
細
部
に
つ
い
て
は
検
索
の
便
宜

上
、
若
干
移
動
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
各
書
名
上
に
順
次
数
字
を
括

弧
内
に
記
し
、
利
用
の
便
を
図
っ
た
。
な
お
書
名
の
一
部
省
略
や
訓

字
・
別
称
な
ど
に
よ
り
、
記
載
は
少
々
異
な
る
が
同
一
な
い
し
は
ほ
ぼ

同
一
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
音
順
に
と
ら
わ
れ
ず
そ
れ
ら

を
最
も
全
称
に
近
い
記
載
の
以
下
に
配
列
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
数

索
引
凡
例
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1

字
の
上
付
は
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

四
漢
字
は
原
則
と
し
て
当
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
改
め
た
。
ま
た

俗
字
・
筆
癖
字
も
活
字
化
の
都
合
上
、
当
用
漢
字
ま
た
は
正
字
に
改
め

た
。
な
お
異
体
字
・
通
用
字
・
誰
字
等
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
採
録

し
た
。

五
異
体
字
・
通
用
字
で
一
部
統
一
を
図
っ
た
も
の
は
、
そ
の
下
の
括
弧
内

に
も
と
の
文
字
を
記
し
た
。
ま
た
明
ら
か
な
省
略
で
付
記
の
必
要
が
あ

る
も
の
も
そ
れ
を
括
弧
内
に
補
い
、
省
略
字
句
が
前
後
よ
り
推
測
さ
れ

る
も
の
は
こ
れ
に
「
？
」
を
付
し
て
括
弧
内
に
記
し
た
。
な
お
誰
字
と

認
め
ら
れ
る
文
字
は
そ
の
横
に
「
マ
マ
」
の
ル
ビ
を
付
記
し
た
。

六
本
雪
上
冊
第
一
丁
の
表
か
ら
裏
に
か
け
て
記
さ
れ
る
引
用
書
名
は
、
引

用
文
の
な
い
単
な
る
目
録
な
の
で
、
他
の
引
用
文
と
の
区
別
上
、
当
索

引
は
そ
れ
ら
を
一
切
採
用
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ
の
全
書
名

を
記
録
し
て
お
く
。

「
新
撰
食
経
」
「
諸
家
食
経
」
「
諸
家
音
義
」
「
本
草
雑
要
訣
」
「
本
草
拾

遺
」
「
大
清
経
」
「
神
仙
餌
方
」
「
養
性
要
集
」
「
抱
朴
子
内
篇
」
「
本
草

稽
疑
」
「
黒
子
枕
中
五
行
記
」
「
小
品
方
」
「
釈
薬
性
」
「
丹
草
口
訣
」

「
薬
訣
」
「
五
金
粉
薬
訣
」
「
鑑
真
」
「
兼
名
苑
」
「
崔
豹
古
今
注
」
「
耆
婆

脈
訣
経
」
「
萢
注
方
」
「
蔦
氏
方
」
「
本
草
疏
」
「
陶
弘
景
注
」
「
蘇
敬
注
」

「
録
験
方
」
「
脚
気
論
」
「
新
方
」
「
広
利
方
」
「
Ⅲ
繁
論
」
「
龍
門
百
八

方
」
「
新
録
単
方
」
「
千
金
方
」
「
玄
感
伝
屍
方
」

文
献
お
よ
び
注

（
一
）
川
瀬
一
馬
増
訂
古
辞
書
の
研
究
七
○
’
七
六
頁
雄
松
堂
出
版

（
一
九
五
五
）

（
二
）
小
泉
丹
日
本
科
学
史
私
考
二
四
頁
岩
波
書
店
（
一
九
四
三
）

（
三
）
岡
西
為
人
中
国
本
草
の
渡
来
と
そ
の
影
響
明
治
前
日
本
薬
学
史

第
二
巻
七
六
’
八
一
頁
日
本
学
術
振
興
会
（
一
九
五
八
）

（
四
）
上
掲
文
献
（
一
）
で
は
紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本
が
「
今
国
立
博
物
館
に

保
存
す
る
か
」
と
疑
う
が
、
当
本
は
同
館
お
よ
び
宮
内
庁
書
陵
部
等

に
も
現
存
し
な
い
。

（
五
）
森
立
之
旧
蔵
影
写
本
下
冊
末
葉
の
自
筆
識
語
に
、
「
寛
政
年
間
劉
桂

山
先
生
鍍
粟
行
之
。
綴
学
之
士
威
被
其
沢
。
然
已
非
景
刻
。
時
有
調

謬
。
無
遺
憾
笑
」
と
い
う
。
ま
た
上
掲
文
献
（
一
）
に
よ
れ
ば
、
小

島
尚
真
も
「
此
書
寛
政
校
刻
之
際
。
問
有
誤
脱
文
字
」
と
小
島
宝
素

の
自
筆
書
入
れ
本
上
に
記
し
て
い
る
。

（
六
）
真
柳
誠
『
本
草
和
名
」
所
引
の
古
医
学
文
献
日
本
医
史
学
雑
誌

三
三
巻
一
号
二
五
’
二
七
頁
（
一
九
八
七
）

〔
力
〕

の
郭
瑛

酌
ｌ
闇
。

⑨
葛
氏
方

胃
ｌ
さ
圏

⑧
華
佗
方

胃
ｌ
瞳
ず

い
鑑
真
方

昌
ｌ
お
脚

⑤
漢
武
内
伝
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騨ずp】回すず四すずご口四四駒斡ご画p〕四

程
ｌ
い
ず
）

胃
ｌ
↑
ず
）

胃
ｌ
『
ず
〕

胃
ｌ
ｇ
Ｐ

群
ｌ
旨
ず
》

程
ｌ
匡
凶
》

胃
ｌ
弓
？

〕
ｌ
届
Ｆ

稗
ｌ
圏
Ｐ

Ｈ
Ｉ
鵠
画
》

胃
ｌ
麗
亨

］
ｌ
ざ
？

〕
Ｉ
圏
亨

昌
１
段
Ｐ

胃
ｌ
路
ず
》

胃
ｌ
鹿
Ｐ

胃
１
日
Ｐ
四
’
四
画

』
’
四
画
』

房
ｌ
①
画
、

胃
Ｉ
め
い
》

旨
ｌ
ｇ
Ｐ

Ｈ
Ｉ
届
Ｆ

Ｈ
Ｉ
匡
亨

』
ｌ
ご
Ｐ

』
Ｉ
届
国
々

』
Ｉ
鴎
凹
》

胃
ｌ
思
夢

』
ｌ
路
ず
・

Ｈ
Ｉ
ｇ
Ｆ

胃
ｌ
困
亨

程
ｌ
程
亨

〕
１
＄
Ｐ

岸
Ｉ
鹿
亨

Ｈ
１
い
ず
。

］
ｌ
の
ｐ
）

胃
１
℃
口
・

Ｈ
Ｉ
Ｓ
亨

胃
ｌ
勗
凹
ゞ

胃
ｌ
勗
？

］
１
国
ご
・

Ｈ
１
ら
亨

胃
Ｉ
鴎
亨

胃
ｌ
思
亨

］
１
＄
画
》

胃
ｌ
ぎ
す

Ｈ
１
＄
ず
》

胃
Ｉ
韻
画
》

］
ｌ
色
？

』
ｌ
陰
亨

昌一骨一一胃呂昌一再HｰHｰ昌一

｜｜｜｜lllllllllll｜
急冷忠置望賠閏艘陰旨扇届匡《CO，“
酌いい。四四四ヶず色ず鱒ず色すずず

totQtQt、．to上。上。［QtOtQtQrQtQ［●上。toこつ上。程ｰ胃目澤胃

’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’’1｜
麗隠隠曽ら届弓畠勗辰崗屋ら《C･m-､Jの②留日おお合急
pげすすず四ヶすず四弓四四すずずず色ご画すずず画
一＝ｰ司幸切望画ご巻望望曹写寺写寺喀奇画凹曽や画

胃
１
余
亨

胃
ｌ
合
す

程
ｌ
臆
亨

Ｈ
ｌ
ｇ
Ｐ

Ｈ
ｌ
閏
ご
）

Ｈ
１
圏
Ｆ

い
Ｉ
い
ざ
》

い
’
の
ず
》

い
’
『
ず
》

唖
ｌ
④
酌
・

四
ｌ
ゆ
ず
、

画
Ｉ
己
國
〕

い
Ｉ
巨
亨

酉
１
局
Ｆ

画
ｌ
Ｅ
ず
〕

い
Ｉ
固
亨

画
Ｉ
届
Ｆ

画
１
国
亨

四
ｌ
屋
写

画
ｌ
ら
写

画
１
国
Ｐ

い
Ｉ
麗
画
・

ｍ
ｌ
鵲
Ｆ

い
Ｉ
思
亨

］
ｌ
ミ
？

』
ｌ
畠
創
》

Ｈ
１
お
Ｐ

胃
ｌ
ｇ
Ｆ

』
１
日
写

昌
Ｉ
閏
鈎
・

唖
’
四
ヶ
〕

函
ｌ
『
色
〕

画
ｌ
ｍ
Ｐ

画
’
＠
脚
・

い
’
＠
ヶ
』

函
Ｉ
Ｓ
Ｆ

画
ｌ
愚
Ｐ

い
’
届
亨

唖
ｌ
底
ぴ
・

唖
ｌ
扇
鼬
〕

い
Ｉ
忌
写

唖
１
国
Ｆ

い
’
届
ず
ゞ

四
１
９
画
》

函
ｌ
曽
亨

函
１
画
心
画
・

函
ｌ
閉
亨

騨
ｌ
思
亨

胃
ｌ
合
Ｐ

岸
ｌ
陰
画
》

Ｈ
１
ら
？

』
ｌ
ｇ
Ｆ

罠
ｌ
闇
？

』
１
段
Ｐ

い
’
い
ず
』

ぬ
ｌ
『
Ｐ

函
ｌ
ｍ
Ｐ

画
’
＠
國
・

四
’
＠
ヶ
】

画
ｌ
ｇ
す

い
１
局
Ｆ

画
ｌ
匡
脚
》

い
’
届
Ｐ

い
’
胃
の
煙
・

函
１
房
『
四
・

轡
１
局
Ｐ
〕

い
１
５
Ｆ

四
１
９
画
》

い
Ｉ
い
い
陣
・

函
ｌ
隠
脚
》

函
ｌ
圏
Ｐ

い
’
喝
？

胃
ｌ
合
Ｆ

Ｈ
ｌ
烏
Ｐ

］
ｌ
念
學

胃
ｌ
ｇ
Ｆ

房
ｌ
認
亨

坤
ｌ
⑲
Ｐ

い
’
吟
ず
》

い
’
『
す
》

い
’
⑭
ず
ゞ

四
Ｉ
Ｃ
ぴ
）

唖
Ｉ
Ｓ
Ｐ

函
ｌ
ｇ
亨

画
ｌ
馬
亨

心
Ｉ
Ｅ
Ｐ

画
ｌ
閉
Ｐ

画
ｌ
届
Ｐ

い
Ｉ
ミ
ゲ
》

画
Ｉ
扇
Ｐ

函
ｌ
ｓ
Ｆ

画
１
９
Ｆ

い
’
侭
？

画
ｌ
隠
亨

唖
１
９
Ｆ

い
’
閏
Ｐ
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唖
１
国
す

い
ｌ
鵠
ダ

画
ｌ
ｇ
Ｐ

唖
ｌ
智
Ｐ

い
’
駕
？

い
１
段
Ｐ

い
’
瞳
亨

坤
ｌ
急
ダ

マ
マ

兼
名
蒙

嘩
ｌ
い
ず

兼
名
兼
苑四

ｌ
い
『
秒

兼
名

唖
ｌ
呂
司
圏

マ
マ魚
名
売

函
ｌ
患
す

（
兼
名
苑
？
）
注

』
１
浬
す

〔
．
〕

⑥
広
雅

群
ｌ
畠
Ｐ

⑩
広
志

い
Ｉ
い
き
ず

⑪
広
利
方

胃
ｌ
ぢ
ご

四
１
国
亨

画
ｌ
路
す

い
ｌ
ぢ
写

い
’
臼
Ｐ

画
ｌ
路
勵
ゞ

唖
１
段
画
》

函
ｉ
韻
Ｐ

い
’
合
す

画
ｌ
喝
亨

画
ｌ
麗
亨

轡
ｌ
ｇ
Ｆ

ｍ
ｌ
曾
画
ゞ

い
Ｉ
認
Ｐ
〕

画
Ｉ
置
亨

酌
ｌ
認
？

上。上。“tQhoﾋロto

’’’’’’’
四。。“0J“唾［g
o〕←“ｰ‐““

ずすずずずず画
一一守却笹甲や

to上。四b◎四t,．画

’’’’’’’
心◎｡〔心。。⑭“tQ
Q1心←閣一①“

ずごp〕四ヶ四四

房
ｌ
⑭
轡
凹

⑫
五
金
粉
薬
訣

房
１
，
画
『

⑬
古
今
注

骨
１
５
四
》

い
’
『
色
｝

画
１
局
ず

い
Ｉ
屈
脚
・

唖
ｌ
畠
ず
》

唖
ｌ
観
ず

⑭
呉
録

』
ｌ
的
騨

〔
サ
〕

⑮
崔
禺
錫
食
経
Ｈ
１
や
凹

崔
禺
食
経Ｈ
１
臼
画

崔
禺

浮
ｌ
路
Ｐ

程
ｌ
誤
Ｐ

胃
１
日
Ｆ

四
１
，
陣
・

唖
１
ｍ
す
》

噂
ｌ
ご
Ｐ

胃
ｌ
路
閣
》

閂
１
日
Ｐ

骨
ｌ
認
Ｐ

い
’
『
画
・

四
’
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AnlndexoftheReferenceDocuments

inthe<6Honzo-Wamyo''

byMakotoMAYANAGI

The"Honzo-Wamyo",writtenbySukehitoFUKANEpresumablyin918A.D.,theoldestextant

materiamedicainJapan,hasbeenregardedasoneofthemostimportantdocumentsfbrthestudyof

historyofmateriamedicaandtheJapaneselanguage,evenincludingdictionaries.Oneofthemost

importantcontributionsofthisbookmightbethecompilationofmaterialsselectedfi･omthevast

numberoffbregoingmedicaldocumentsinEastAsia.Thepresentauthorwouldliketopointoutthe

fbllowingtwopointstoshowhowthe:6HonzoWamyo''isveryimportantfi･omtheviewpointofmedi-
calhistorV.

‘

1)MostoforiginalsourcescitedflyFUKANEhavebeenlongsincelost.

2)Thisbookpresentsagoodauthorityonsuchmedicaldocumentsbefbrethemedievalerain

ChinaandtheirintroductionintoJapan.

ForthesereasonstheG(HonzoWamyo''mightberegardedasoneofthefbwimportantdocuments

bywhichwecantraceoutthemoreoriginalfbrmofitsancientsources.Theindexingofrefbrence

documentsisnecessaryfbrtheanalysisofsuchancientdocuments.
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